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斐太高校の探究学習＝地域活性化プログラム

・２年生の総合的な探究の時間に実施

・令和４年度で６年目となるプログラム

↓

学校としての継続的な取組が定着している



1572

956

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
https://www.pref.gifu.lg.jp/uploaded/attachment/118102.pdf

中部山岳国立公園(岐阜県内)の入込者数の推移

年々減少傾向に！（千人）



高校生が考える
中部山岳国立公園の活性化

・令和２年度から斐太高校が継続して取り組んでいる探究学習のテーマ

        ←飛騨高山大学連携センターの継続的な御指導

現地調査

インタビュー

調査・分析

探究内容を地域で発表



令和２年度
高校生が考える
中部山岳国立公園の活性化

課題：魅力がたくさんあるのに、その魅力を地元の高校生(若者)

が知らない！

提案：わたしたち若者が、「中部山岳国立公園ってこういう場所」

「新穂高ロープウェイの魅力はここ」

と魅力を自ら説明できるようにする



フィールドワーク

二次情報、基礎情報の収集
アンケート調査・分析

様々な媒体での発表

・令和２年度の提案の具現化

令和３年度
高校生が考える
中部山岳国立公園の活性化



アンケート調査
(R3年度斐太高校生徒対象)



Ｑ.中部山岳国立公園を知っていますか

知っている
４４％

知らない
５６％



課題点



【中部山岳国立公園の課題点】

①観光客が減少している

②地元の若者の知名度が低く、

行ったことがない人が多い

③自然に関する知識が少ない



【中部山岳国立公園の課題点】

地元の人が
知らない・行かない・説明できない場所は

観光客も来ない（減少する）

地元の人がいいと思う・自慢できる場所にし、
地元から情報発信できるように！



・令和２年度の提案の具現化

・Go! Go! プロジェクト第１弾

：魅力を知るツアーの実施

令和３年度
高校生が考える
中部山岳国立公園の活性化



・魅力を知ることに加え、魅力を守る活動を提案

・Go! Go! プロジェクト第１弾

：魅力を知るツアーの実施

(2年連続)

令和４年度
高校生が考える
中部山岳国立公園の活性化



・令和４年度の提案の具現化

・Go! Go! プロジェクト第２弾

：環境保全活動（魅力を守る活動）
R5年 ８月３日実施

R5年 ８月３日実施

令和５年度
高校生が考える
中部山岳国立公園の活性化



Go! Go! プロジェクト第２弾（魅力を守る活動）

＝ 中部山岳国立公園の環境保全活動

・ポスターを作成の上、斐太高内で募集



Go! Go! プロジェクト第２弾（魅力を守る活動）

＝ 中部山岳国立公園の環境保全活動

・11名が申し込み
↓

雨天のため延期



活動日時：令和５年８月３日

参加人数：生徒５名＋教員１名

活動場所：高山市奥飛騨温泉郷平湯

活動内容：特定外来生物のオオハンゴンソウの駆除

Go! Go! プロジェクト第２弾（魅力を守る活動）

＝ 中部山岳国立公園の環境保全活動



環境省、中部山岳国立公園
管理事務所からご指導

Go! Go! プロジェクト第２弾（魅力を守る活動）

＝ 中部山岳国立公園の環境保全活動



オオハンゴンソウの駆除について

オオハンゴンソウの見分け方
①葉の表面がざらついている
②葉の切れ込みが深い
③茎がすべすべとしている

駆除する際のポイント
根っこから取る



オオハンゴンソウの駆除



オオハンゴンソウの駆除を終えて

袋がいっぱいになるまで集めても、除去しきれないくらいオオ
ハンゴンソウが繁殖していた。



環境保全活動終了後、環境省、中部山岳国立公園
管理事務所からの話

Go! Go! プロジェクト第２弾（魅力を守る活動）

＝ 中部山岳国立公園の環境保全活動



環境保全活動終了後、

環境省、中部山岳国立公園管理事務所からの話

①国立公園を守るための様々な活動

国立公園オフィシャルパートナー
PARKS PROJECT JAPANの活動

＝売上金を植林などの 自然維持や公園の運営のため
に寄付するECOブランド



環境保全活動終了後、

環境省、中部山岳国立公園管理事務所からの話

②国立公園を守るための様々な活動

中部山岳国立公園パートナーの
株式会社エクセルシアの携帯トイレ

＝衛生的で自然を汚さず、 安全に利用



環境保全活動終了後、

環境省、中部山岳国立公園管理事務所からの話

①国立公園の役割

国立公園は、自然保護を前提にその利用の促進を
図ることで、国民の保健、休養及び強化に資する
とともに、生物多様性を確保することがその社会
的使命。

*参照
中部山岳国立公園南部地域利用推進協議会. 
“中部山岳国立公園南部地域利用推進プログラム 2025”.2021年3月. 
https://www.env.go.jp/nature/mankitsu-project/pdf/2021/chubu.pdf 

＝魅力を知り、守る斐太高校のGo ！Go ！プロジェクトも
   まさにその使命につながる高校生にできる取組



中部山岳国立公園の活性化と環境保全活動 岐阜県立斐太高等学校

現地調査

調査・分析

インタビュー

探究内容を地域で発表

魅力を知るツアーの実施 環境保全活動の実施

ポスター作成・案内

探究学習を通じ、身の周りの地域の魅力
を知り、守る活動に取り組みました。

Go! Go! プロジェクト第１弾 環境保全活動での気づきGo! Go! プロジェクト第２弾

R4,5年 ３月実施

・魅力を知り、守る本校の取組
→「自然保護を前提にした利用」

           が原則である国立公園の果たす
           役割につながる

・アパレルブランドの取組
→売上金を植林などの自然維持、

          公園の運営のため寄付

・携帯トイレの使用について
→衛生的で自然を汚さず、安全に

利用
R5年 ８月３日実施
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